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 要  旨 
 e ラーニングコンテンツで学習者が独学で学習するような場合、学習者によってはそのコンテンツに記述され
ている内容が簡単すぎる、あるいは難しすぎるようなことがある．その場合、学習者は WWW や、他のテキス
トなどを学習してより発展的な知識や補足知識を得る． 
 一般的に WWW を用いた学習では、閲覧のみになりがちで、知識を外化する機会が少ない．また、学んだ知
識の発散や、誤った理解をした場合に気づくことが難しいなどの問題がある． 
 本研究では、探究学習を「ある e ラーニングコンテンツ（閉世界）で学習中に生じた疑問・興味を追及する目
的で、もとの e ラーニングコンテンツ以外の学習教材、主にWWW（開世界）において主体的に学習活動を行うこ
と」と定義する．このような探究学習をシステムが支援することで、前述した問題点を解消し、学習者の知識の
洗練・拡張を促すことが本研究の目的である．そのために、以下の機能を実装した．  
(1) 獲得した知識を外化するための機能 
 知識を外化するための機能として、ブラウザ上で操作でき、学習しながら記述可能な学習者ノートを提供する．
ノートに記述する作業をすることで、学習者に何をどのように理解しているか、を確認させ知識の定着を支援す
る．学習者ノートは、学習者の理解状態を表す学習者モデルとしてシステムで管理されるとともに、集合知とし
て知識データベースに蓄積される． 
(2) 外化した知識に対する内省を促す機能  
 ノートに記述するだけでは、概念の理解が不十分・不適切なままで学習を終えてしまう可能性がある．そこで、
集合知として蓄積されているノートの中から、最も質の高いと考えられるノートを提示することで、外化した知
識の内省を促す．この機能によって、学習者は他の学習者の中で質の高いノートを確認することで自身の誤理解
に気づく機会が与えられる．  
(3) 集合知を利用した復習コンテンツの生成機能  
 e ラーニングコンテンツに対する理解を深め、新たな発見を促すためにはコンテンツ内に学習者の知識をもと
にコンテンツの理解が促される注釈を加えることが望ましい．そこで、学習者ノート履歴の中から、獲得した概
念への理解が深まるノートや、未学習概念について記述しているノートを遺伝的アルゴリズムによって推薦し注
釈として付与することで、各学習者にとって知識の拡張・洗練が可能な復習コンテンツを生成する． 
以上の３つの機能を有する学習支援システムを構築し、その有効性を確かめた． 
 
